
認 定 書

国住 参建 第 3786号
令和 4年 3月 25日

吉野石膏株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  斉藤

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第人号並びに同法施行令第 108条
第
二号及び第二号 (外壁 (耐力壁):各 30分間)の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号
PC030BE-4028

2.認定をした構造方法等の名称
化粧窯業系サイディング・ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板表張/
木製軸組造外壁

3.認定をした構造方法等の内容
別添の通り

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。



別添

1

2

構造名

化粧窯業系サイディング・ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板表張/木製軸組造外壁

寸法

壁高及び壁幅については、構造計算等により構造安定性が確かめられた寸法とする。

3.材料構成等

項   目 製 品 仕 様

①

外
装
材

化粧窯業系サイ
ァィング

刃亀名子 :」IS A 5422

組成 (質量%):a又は bのいずれかによる。
a.中実品

けい酸カルシウム硬化物    65～ 86
有機質繊維          1～ 13

(セルロース繊維、ポリビニルアルコール繊維、ポジプロピレン繊維等)

無機質繊維          4未 満

(ガラス繊維、ロックウール繊維等)

有機質混和材         14未 満

(ジ グニン、メチルセルロース、撥水剤等)

無機質混和材         27未 満

(パーライ ト、炭酸カルシウム、マイカ等)

b.中空品

けい酸カルシウム硬化物    65～ 86
有機質繊維          1～ 6

(セルロース繊維、ポリビニルアルコール繊維、ポリプロピレン繊維等)

無機質繊維          4未 満

(ガラス繊維、ロックウール繊維等)

有機質混和材         0～ 3

(リ グニン、メチルセルロース、絞水剤等)

無機質混和材         0～ 26

(パーライ ト、炭酸カルシウム、マイカ等)

化粧仕様

塗料の種類

アクリル樹脂系塗料、アクリルウレタン樹脂系塗料、アクリルシリコン樹月旨

系塗料、フッ素樹脂系塗料、エポキシ樹脂系塗料、無機質系塗料

塗布量 (g/m2):200以下 (有機固形分量)

密度 (g/cm3):1.1(± 0.2)(化粧を含む)

表面の形状 :平滑又はエンボス・溝模様

端部形状 (サイディング相互の重なりと隙間)

重なり(■ ll■):9以上
隙間 (■lm):3以下
厚さ (■lm):a又は bのいずれかによる。
a。 中実品

15(± 1.2)～26(± 2.0)

b.中空品

18(± 1.4)～26(± 2.0)
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つづき

項    目 製 品 仕 様

化粧窯業系サイ
ディング

大きさ(Hlm)

働き幅 :300(± 1)～455(± 1)

長さ :3,640(± 1)以下

(大きさは一般部における寸法を示す。 )

断面形状

最小厚さ(■lm):H以上
エンボ不又は溝模様の容積欠損率 (%):11以 下
(サイディング全体積 (合いじゃくり部を除く)に対するサイディング裏面から
15alm以 下のエンボス又は溝の欠損容積の害1合)

中空率 (%):34以下
(但 し、板厚 18Hlmを超える場合は厚さを増した分だけ中空部高さを増し、中空

率を上げることができる)

縦目地の種類 :下記のいずれかによる。
・目透かし目地 (目 地幅 H(± 1)∬lm以下)
。金属製ジョイナー目地
。本実目地
。合いじゃくり目地

・突付け目地

張方 :横張

取付け工法 :a又は bのいずれかによる。
a.外装材留金具工法

b.胴縁併用外装材留金具工法

①
外
装
材

外装下張材 種類、規格等 :aか らdのいずれかによる。
a.ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板

規格 :難燃材料認定番号 RM-0059

形状 :平板

端部の形状 :ス クエアー、テーパー又はベベル

厚さ(mm):9.5(± 0,95)

密度 (g/Cm3):0,73(± 0.07)

b.ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板

規格 :準不燃材料認定番号 QM 0954-1

形状及び端部の形状は前記の aに同じ。
厚さ (■lm):9.5(± 0,95)

密度 (g/Cm3):0.8(± 0.08)

c,ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板

規格 :準不燃材料認定番号 QM-0955-1

形状、端部の形状及び密度は前記の bに同じ。
厚さ(■lm):9.5(± 0。 95)～ 12.5(± 1.25)

d.両面ボー ド用原紙張せつこう板

規格 :不燃材料認定番号 卜lM-4127

形状及び端部の形状は前記の aに同じ。
厚さ (■lm):9.5(± 0,95)～ 12.5(± 1,25)

密度 (g/Cm3):1.0(± 0.1)

横目地数 :1本 (1列 )(あ り又はなし)
(横 目地数は、壁高さ(土台と横架材等の間の寸法)が 3,000■lm以下の場合における

本数υU数)を示す。)
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項   目 製 品 仕 様

②

木

製

下

地

材

柱 (荷重支持部

材)

種類 :aか らdのいずれかによる。
a.構造用集成材 (」AS)

b.構造用製材 (」AS)

c.構造用単板積層材 (」AS)

d.平成 12年建設省告示第 1452号第五号に規定する無等級材又は第六号に規定
する木材

断面寸法 (■ ll■):105以上×105以上
密度 (g/cm3):0.36(± 0.06)以 上

欠込み幅 (Hlm):14(± 1.4)以下

欠込み深さ(■lm):25(± 2.5)以下

取付け間隔 (Hlm)

柱と間柱の間隔 :500(± 50)以下 (一般部における寸法を示す。 )
中間柱 種類 :aか らeのいずれかによる。

a.構造用製材、造作用製材又は下地用製材 (」AS)

b.構造用集成材又は造作用集成材 (」AS)

c.構造用単板積層材又は造作用単板積層材 (」AS)

d.枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材 (JAS)

e.平成 12年建設省告示第 1452号第五号に規定する無等級材又は第六号に規定
する木材

断面寸法 (Hlm):45以 上×60以上

取付け間隔 (■lm)

中間柱と間柱の間隔 :500(± 50)以下 (一般部における寸法を示す。)

中間柱と柱の間隔、又は間柱を介する場合の中間柱相互の間隔 :1,000(± 100)

以下 (一般部における寸法を示す。)

間柱 種類 :前記の中間柱に同じ。

断面寸法 (alm):27以 上×60以上

取付け間隔 (alm)

間柱と柱又は中間柱の間隔 :500(± 50)以下 (―報部における寸法を示す。)
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項    目 製 品 仕 様

胴縁 (胴縁併用

外装材留金具工

法仕様の場合に

用いる。)

仕様 :1)又は 2)

1)な し

2)あ り0同縁併用外装材留金具工法仕様の場合)

種類 :aか ら二のいずれかによる。
a.製材 (無等級材又は」AS)

b.集成材 (無等級材又は」AS)

c。 構造用合板 (」AS)

d.化粧ばり構造用合板 (」AS)

e.普通合板 (JAS)

f.構造用パネル (」AS)

g,単板積層材 (」AS)

h.パーティクルボー ド(」 IS A 5908)

i.MDF(」 IS A 5905)

断面寸法 (■lm)

一般部 :12(± 1.2)以上×40(± 4)以上

外装材縦目地部 :a又は bのいずれかによる。
a:12(± 1.2)以上×80(± 8)以上の 1列使い
b i 12(± 1.2)以上×40(± 4)以上の 2列使い

取付け 500(± 50)以下

補強用胴縁 (補

強用下地材を用

いる場合に取付

ける。)

仕様 :1)又は 2)

1)な し

2)あ り(補強用下地材を用いる場合)

種類等 :前記の胴縁に同じ。

断面寸法 (mml:5(± 0.5)以上×40(± 4)以上

取付け 500(± 50)以下

る

受材及び補強用

下地材 (必要に

応 じて取付 け

仕様 :あ り又はなし

種類 :前記の中間柱に同じ。
断面寸法 (■lm):27(± 2.7)以上×27(± 2.7)以上

③

副

構

成

材

料

防水紙 (必要 に

応 じて 取 付 け

る。 )

仕様 :あ り又はなし

種類 :aか らfのいずれかによる。
a.透湿防水シー ト(JIS A 6Hl)
b.ポ リエチレン樹脂系

c.ポ ジエステル樹】旨系
d.ポ リプロピレン樹脂系

e.b～dの組み合わせ
f.a～eにアルミニウム表面処理を施したもの
厚さ(llm):0.5(± 0.05)以下

-4-
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項   目 製 品 仕 様

③

副

構

成

材

料

外装材留金具 種類 :aか らfのいずれかによる。
a.冷間圧延ステンレス鋼板 (」IS G 4305)

b。 熱間圧延ステンレス鋼板 (」IS G 4304)

c.溶融亜鉛めっき鋼板 (JIS G 3302)

d.塗装溶融亜鉛めっき鋼板 (」IS G 3312)

e.溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 (」 IS G 3317)
f.塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 (」IS G 3318)
g.溶融 55%アル ミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (」 IS G 3321)

h.塗装溶融 55%アルミニタムー亜鉛合金めっき鋼板 (」IS G 3322)

i.溶融亜鉛―アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板 (」IS G 3323)
j.ポ リ塩化ビニル被覆金属板 (」IS K 6744)

厚さ(■lm):0.8(± 0.08)以上

寸法 (alm):幅 40(± 4)以上、高さ40(±4)以上 (幅 と高さの合計 90(± 9)以上)

上部と下部のツメの総掛かり代面積 (mm2)i170,7(± 17)以上

留付け間隔 (■lm):鉛直方向 ,外装材の働き幅に応じた間隔以下
水平方向 ,500(± 50)以下
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項   目 製 品 仕 様

③

副

構

成

材

料

外装材の縦目地

部の処理材

種類 :1),2)の併用、1),3)の 併用又は4)のみのいずれかによる。
1)シージング材

種類 :下記のいずれかによる。
建築用シーリング材 (」IS A 5758)、 ポリウレタン系、シリコーン系、ポヅイ

ツブテレン系、変成シリコーン系、ポリサルファイ ド系、アクリルウレタン

系又はアクリル系

充てん高さ(■lm):5(± 0.5)以上

2)バ ックアンブ材

種類 :下記のいずれかによる。
ポリエチレン系、ポリスチレン系、ポリプロピレン系、ポジエチレン酢酸ビ

ニル系、ポリ塩化ビニル系、ポジエテレンテレフタレー ト系、ポリクレタン

系、ポリオレフィン系、シリコーン系、アクリル系、フェノール系又は合成
ゴム系

充てん厚さ(llm):3(± 0,3)以上

3)ハ ット形ジョイナー

種類及び規格 :下記のいずれかによる。
・溶融亜鉛めっき鋼板 (」IS G 3302)

・塗装溶融亜鉛めつき鋼板 (JIS G 3312)
。電気亜鉛めっき鋼板 (」IS G 3313)

・溶融亜鉛 -5%アルミニウム合金めつき鋼板 (JIS G 3317)
・塗装溶融亜鉛 -5%アルミニタム合金めっき鋼板 (JIS G 3318)
・溶融55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (」 IS G 3321)

・塗装溶融55%アル ミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (」IS G 3322)
。溶融亜鉛―アル ミニウムーマグネシウム合金めつき鋼板 (」 IS G 3323)
。熱間圧延ステンレス鋼板 (JIS G 4304)
・冷間圧延ステンレス鋼板 (」IS G 4305)

・ポリ塩化ビニル被覆金属板 (」 IS K 6744)

厚さ (■lm):0.2(± 0,02)以上

形状及び寸法 (■lm):形状は i)又は工)のいずれかによる。
i)                 五)

円    剛
劇   十_ 三EO   I  十_ 工 0
A:3(± 1)以上、B:11(± 1)以下、C:3(± 1)以上

側面孔 (あ り又はなし)

孔形状 :3(± 0.3)× 10(± 1)以下

間隔  :20(± 2)以上

4)金属製ジョイナー

種類及び規格 :上記ハット形ジョイナーに同じ。

厚さ (■lm):0.2(± 0.02)以上

形状 :H形
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項    目 製 品 仕 様

スペーサー (必

要に応じて取付

ける。)

仕様 :あ り又はなし

種類 :aからhのいずれかによる。
a.ポ リプロピレン

b.ポ ジエチレン

c.ポ ジエステル

d.ゴム系

e.木製

f.繊維強化セメント板
g.繊維板

h.せつこう板

寸法 (■ ll■):幅 50(± 5)以下、長さ 150(± 15)以下
使用量 (g):1箇所あたり10(± 1)以下
取付け間隔 :外装材の働き幅に応 じた間隔以上

外装下張材の目

地処理材 (必要

に応じて処理す

る。)

仕様 :あ り又はなし

種類 :せつこう系又は炭酸カルシウム系

塗布量 (g/m):10(± 1)以上

③

副

構

成

材

料

留付け材 外装材留金具固定用

種類及び寸法 :aか らcのいずれかによる。
a.鋼製又はステンレス鋼製スクリューくぎ

寸法 (■ ll■):φ l.7(± 0.2)以上×L25(±2.5)以上
b.鋼製又はステンレス鋼製 リングくぎ

寸法 (■lm):φ l.7(± 0.2)以上×L25(±2.5)以上

c.鋼製又はステンレス鋼製ねじ

寸法 (alm):φ 2.1(± 0.2)以上×L25(± 2.5)以上

留付け本数 :外装材留め金具 1個につき 1本以上

外装材固定用 (必要に応じて使用する。)

仕様 :あ り又はなし

種類及び寸法 :aか らcのいずれかによる。
a.鋼製又はステンレス鋼製スクリューくぎ

寸法 (Hlm):φ l.8(± 0.2)以上×L32(±3.2)以上

b.鋼製又はステンレス鋼製 リングくぎ

寸法 (■lm):φ l,8(± 0.2)以上×L32(± 3.2)以上

c.鋼製又はステンレス鋼製ねじ

寸法 (llm):φ 3.0(± 0.3)以上×L32(± 3.2)以上

留付け間隔 (■lm):3,000(± 300)以下 (外装材 1枚につき 1本以上)
外装下張材固定用

種類及び寸法 :a又は bのいずれかによる。
a.鋼製又はステンレス鋼製くぎ

寸法 (■lm):φ l.7(± 0.2)以上×L25(±2.5)以上

b。 鋼製又はステンレス鋼製ねじ

寸法 (■lm):φ 2.1(± 0.2)以上×L25(± 2.5)以上

留付け間隔 (■lm):200(± 20)以下
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項    目 製 品 仕 様

③

副

構

成

材

料

留付け材 胴縁固定用

仕様 :1)又は 2)

1)な し

2)あ り(月同縁を用いる場合)

種類及び寸法 :a又は bのいずれかによる。
a.鋼製又はステンレス鋼思 ぎ

寸法 (■lm):φ l.8(± 0.2)以上×L32(± 3.2)以上

b.鋼製又はステンレス鋼製ねじ

寸法 (alm):φ 3.0(± 0.3)以上×L32(± 3,2)以上

留付け間隔 (■lm):500(± 50)以下

補強用月同縁固定用

仕様 :1)又 は 2)

1)な し

2)あ り(補強用胴縁を用いる場合)

種類及び寸法 :a又は bのいずれかによる。
a.鋼製又はステンレス鋼製くぎ

寸法 (■lm):φ l.7(± 0.2)以上×L25(± 2.5)以上

b.鋼製又はステンレス鋼製ねじ

寸法 (Hlm):φ 2.1(± 0.2)以上×L25(± 2.5)以上

留付け間隔 (■lm):3,000(± 300)以下

受材固定用

仕様 :1)又は 2)

1)な し

2)あ り(受材を用いる場合 )

種類及び寸法 :a又は bのいずれかによる。
a.鋼製又はステンレス鋼製くぎ

寸法 (lll■):φ l.8(± 0.2)以上×L32(± 3.2)以上
b.鋼製又はステンレス鋼製ねじ

寸法 (llm):φ 3.0(± 0,3)以上×L32(± 3.2)以上

留付け本数 :片側 1本以上
補強用下地材固定用

仕様 :1)又は 2)

1)な し

2)あ り(補強用下地材を用いる場合 )

種類及び寸法 :前記の受材固定用に同じ。
留付け本数 :片側 1本以上

防水紙仮留め用

仕様 :1)又は 2)

1)な し

2)あ り(防水紙を用いる場合)

種類及び仕様 :aか らcのいずれかによる。
a.ブチルゴムテープ又はアクリルテープ

寸法 (■lm):厚 さ0.5(±0.1)以下、幅 50(± 5)以下

貼付け間隔 (alm):455(± 45.5)以上

b.ス プレーのり

塗布量 (g/ml:30(± 3)以下

塗布間隔 (■lm):455(± 45.5)以上

c.ステープル

寸法 (llm):幅 10(± 1)以上、長さ 6(± 1)以上
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4.構造説明図
(1)外装材留金具工法仕様
①透視図 (屋外側 )

ぐ幸Ч立 :rnm)

測 員材よ 必翼軌 じ翻 、‖する。

迎 助印は 閣 軌 じR撤榊する。

湘 目地畑理Mよ 必刻転 じて処理する。
灘 シーリン)閉よ ′ウクアック材又lよ
ハッH杉ジョイナーとの併用に限る。

涌 ネ織剤開 Vよ 補囲■刊u覗茅訃、る
場捨‖引財‖する。

躙 枷 よ 必翼三応じg制引する。

-9‐
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②水平断面図

③鉛直断面図

帥 :mm)

屋外側

湘

屋内側

瀬  防氷佃よ 閣 ヨ感じて歿曲する。
湮  シーリン″閉よ バックアッフ材ヌrよ
ハット形ジョイナーとの併用口限る。

消 補強刷 聰 よ 絡酷用科 齢 捲 用い金雅 に
鮒 ける。

※牛 ‡翻螢席 F士蜘 ょ 必郵益 じて珈印する。

帥 陸 :mm)
屋内側

濶

Ⅸ

屋外側

湮

濶  瑚 よ 必刻爺 じて醐山する。
湮  n,ラ鮒 よ 必郵三応じて取伽する。

‐ 10‐
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(2)胴縁併用外装材留金具工法仕様

①透視図 (屋外側 )

∈竿賄五:rnm)

濶 豪朝 よ 必翼こ応じて取伽する。

泄 防湘阻よ 必到読 じて議Mナa
湘 目地剋理脚よ 必郵軌 じて処理する。
湘  シーリング財よ バックアッフイオヌlよ
ハッHレジョイナーとの併用に限る。

消 布腋用隅囲よ布籐用下luオを用いる
煽腔HJ可胡する。

湘 卒翻會用下l附表 必剤琉 じて取伸する。

‐
11‐
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②水平断面図

③鉛直断面図

‐12‐

ぐ宰Ч立:rnm)

屋外側

湘

屋内側

刈  防米鶴表 必刻軌 じ翅晩曲する。
湮  シーリング伽よ バックアッ努 オ翼ま
ハッ日形ジョイ井 と研井用口隈る。

消  補腋刷 岡麒よ 補融用下地材を用いる場釘こ
取付ける。

刈  ネ織 用‐F土齢れよ 必刻琉 じて取mサる。

帥 :mm)

屋内側

渕

濶  勲閉よ 必郵益 じて取鰤する。
湮  防漁田よ 必郵軌 じ¬醐曲する。

Ⅸ

屋外側

湮

PC030BE-4028 
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(3)外装材の端部形状および断面形状の概略図

① 緒 脱状

蜃ジより :9姥止L

帥 :mm)

エンポス・溝模様部

辱捌W享さ :11姓

日

‖
瞭間 :3以下

申 犬

b

a

C

d

e

t

厚さ t 18鯰足L

5,ス」L

b 3_5E売上

4陛

d 9以下

t以下

-13-

PC030BE-4028 
13 / 16



(4)外装材の縦目地の概略図
(胴縁併用外装材留金具工法仕様の場合の例)

① 目遍勇 しヽ目地

0ヾックアッ努 オ+シーリ翔

③ 看飼認製ジヨイ片 目地

⑤ 合いじゃくり目地

② 目透かし目地

0ヽット形ジョイナー+シーリングめ

11

④ 様 目地

⑥ 突鰤サロ地

m位 :mm)

ヨ

‐14-
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出
鰯
出
Ⅲ

○

(5)外装材留金具の概要図

W

W

a:上部ツメの幅又は総幅
b:下部ツメの幅又は総幅

c:上部ツメの掛かり高さ

d:下部ツメの掛かり高さ
n上部と下部のツメの舘掛かり

※(aXC)+lbXe,

壬

(単位 :mm)

=

=

=

壬

壬

Ｄ
明

剖

Ｈ

一一　
〓

色

６

代面積 :170.7(上1⊃田m2以上

出
Ⅷ
出
鰯

a ○出Ⅷ
山

Ｏ

ａ

山

出
期
島
鰯

○

記号 寸法

W コOuト

h 10以上

V+h 90以上

‐ 15‐
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5.施工方法
(1)木製下地材の組立て

柱を土台に取付ける。柱と柱の間に断面寸法が 27■ lal以上×601ilal以 上の間柱を 500nlal以下の間隔で

配置し、土台に取付ける。この時、外装下張材の縦目地部となる位置には断面寸法が 45■ l■1以上×60■ lm

以上の中間柱又は柱を使用する。必要に応じて、受材を外装下張材の横目地となる位置に配置し、φ
l,8nlm以 上×L32■lm以上の鋼製くぎ等で、片側 1本以上、柱、間柱、中間柱等に取付ける。必要に応
じて、補強用胴縁を取付ける場合には、補強用下地材を配置し、φl.8■ll■ 以上×L32Hlm以上の鋼製く
ぎ等で、片側 1本以上、柱、間柱、中間柱等に取付ける。
(2)外装下張材の取付け
外装下張材をあらか じめ現場の寸法に合わせて切断 し、φl,7■lm以上×L25■ ll■ 以上の鋼製くぎ等
で、200■ ll■ 以下の間隔で木製下地材に取付ける。必要に応じて、横目地を設ける場合は、高さ 3,000■ lm

に対して 1本 とする。
なお、外装下張材の目地部は、必要に応 じて目地処理材を施し、平滑に仕上げる。

(3)防水紙の仮留め
必要に応 じて、防水紙をたるみ、しわ等が生じないようにブチルゴムテープ等で外装下張材に仮留
めする。継ぎ目の重なりは 500■lm以下とする。

(4)胴縁の取付け 0同縁併用外装材留金具工法仕様の場合に取付ける。)
胴縁は、幅 40mm以 上のものを 500mm以 下の間隔で柱、間柱及び中間柱にあたる箇所に配置 し、
φl.8mm以 上×L32mm以上の鋼製くぎ等で 500mm以下の間隔で柱、間柱、中間柱等に取付ける(必
要に応じて胴縁に下穴を開ける)。 なお、外装材において、縦目地を設ける箇所には、幅 80111m以 上の

もの 1列又は幅 40■lm以上のもの 2列を配置する。
(5)補強用胴縁の取付け
必要に応 じて、補強用胴縁は、幅 40■lm以上のものを 500■lm以下の間隔で月同縁間 (柱、間柱及び中
間柱間)に配置し、φl.7■lm以上×L25nlm以上の鋼製くぎ等を用いて、3,000■lm以下の間隔で補強用
下地材又は受材に取付ける(必要に応じて補強用胴縁に下穴を開ける)。

(6)外装材留金具の取付け
外装材留金具を、胴縁、補強用胴縁、防水紙又は外装下張材の表面に働き幅間隔で、φl,7■lm以上
×L2511m以上の外装材留金具固定用鋼製スクリューくぎ等を用いて、外装材を張付けながら取付ける。
但し、通気層と同じ厚さの補強用胴縁を用いる場合、補強用胴縁には外装材留金具を取付けなくても
よい。

(7)スペーサーの取付け
必要に応 じて、スペーサーをブチルゴムテープ等で胴縁、補強用胴縁、防水紙又は外装下張材の表
面に取付ける。

(8)外装材の取付け
外装材の張り方は横張とする。外装材をあらかじめ現場の寸法に合わせて切断し、留金具にはめ込
みながら張り上げる。外装材の縦目地は、柱等の下地がある場所で合わせる。取付けは、日地通りよ

く、不陸、日違いのないように行 う。必要に応じて、ゅ1,8■lm以上×L32■lm以上の鋼製スクリューくぎ
等を用いて、胴縁、補強用胴縁又は柱、間柱、中間柱等に取付ける。外装材の縦目地の目地処理は、
以下の方法で行 う。

①目透かし目地

目透かし目地を設ける場合には、日地幅 Hnlm以下になるように外装材を取付け、バックアップ材
等を併用 して、シージング材を充てん高さ 5■lm以上となるように隙間なく充てんする。
②金属製ジョイナー目地

H形金属製ジョイナーに外装材をはめ込み、外装材を留付けて押える。
③本実目地

外装材の重ね代及び隙間は指定寸法を確保 し、表面側・裏面側のいずれかの端部を相互に密着さ
せるように留金具で取付ける。

④合いじゃくり目地

外装材の重ね代及び隙間は指定寸法を確保 し、上実・下実のいずれかの端部を相互に密着させる
ように留金具で取付ける。

⑤突付け目地

目地部において、外装材に隙間が生じないように突付けて、留金具で取付ける。

-16-
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